
























































































































































































































































































これが絶対という指標があるとは限らず、複数の情報を総合して全体像を明らかにしていく。ところ 、ある統計が情報として力 価値を帯びることもある。子供の死者が多いという情報こそ、まさ こ 時代の交通安全運動を引き起こす原動力になったのではないだろう 。　
現在でも高齢者の交通死者の割合
が高いことはここ数年、事故統計が発表されるたびに強調されて た。その割合は昭和
31年の子供の割合よ
表1　昭和31年の年齢層別死者数
死者数 人口当たり死者数
15歳以下 1,782人 5.7人
16-19歳 389人 5.7人
20-29歳 1,302人 8.0人
30-39歳 823人 7.1人
40-49歳 748人 7.8人
50-59歳 734人 10.3人
60歳以上 973人 13.1人
全年齢 6,751人 7.4人
り高い。しかし、やはりインパクトを持つのは子供の犠牲ではないか。それは日本だけに限らない先進国共通の傾向である。子供の犠牲が多いという情報あるいはその実感こそが「子供を死なすな」と世の中を動かしていったので だろうか。　
図１
の人口
10万人当たりの死
者数の推移と
図２
の死者数の推
移の昭和
30年代をみてみよう。
どの年齢層も増加したが、
15歳
以下は昭和
35年（１９６０年）
辺りで増加の伸びが止まり、他
申込先：（一財）全日本交通安全協会 当協会ホームページの「交通安全ショップ」をご覧下さい。
45
直径：６cm　価格：１個67円（税別）／送料実費
ハンドルキーパー運動の普及・推進を図るため、飲酒をしない運転者（ハ
ンドルキーパー）に付けてもらうワッペンです。プラスチック製で、取り付
けやすいように安全ピンと挟む（鰐口）ことのできる両方の機能を持たせ、
シンプルで使いやすいものです。
ハンドルキーパーワッペン
